
 

 

 

 

 

 

平成３１年度「関台小の教育計画」について 
 校長 相 原 雄 三 

 
平成 30年度の教育活動も残り１ヶ月となり、現在、学校では今年度の教育活動を振り返り、保護者の皆様

にご協力いただいた「関台小の教育アンケート」の結果（第 13号で報告済）や学校運営連絡協議会のご意見

等も参考にしながら、平成 31年度の教育計画を検討しています。そのうち、現時点で保護者・地域の皆様に

お伝えしておいた方がよいと考える変更点等についてお知らせします。 
 

１ 年間の授業時数の確保のために「週の生活時程」を変更します。 
 本校では、①から④のような次年度の課題に対応するために、年間の授業時数を十分に確保するととも 

に、少しでもゆとりを生み出し、安定的な教育活動を行えるようにする必要があります。 

① ゴールデンウイークの 10連休や即位礼正殿の儀の祝日などにより授業日数が不足すること 

② インフルエンザによる学級閉鎖の措置を講じた場合に補填する授業時数を確保すること 

③ 学校行事の充実に向けて練習・準備に要する授業時数を確保すること。 

④ 教師と子供が触れ合える時間や新学習指導要領に対応するための準備等に充てる時間を確保すること。 

 そのため、次のように「週の生活時程」（各学年の日課表案参照）を変更して、年間の授業時数の確保 

や教師と子供が触れ合える時間等の確保を図ります。 

  

  

 

 

 

また、各学年の週全体の総授業時数の「コマ数」は変えませんが、月曜日は授業日数が極端に少ないた 

め、次のように、曜日ごとの授業時数の「コマ数」を変更して、年間の授業時数を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、文京区では授業時数確保の対策として「都民の日」（10月 1日）を次年度のみ区内全校で授業日とします。 
 

２ 朝の活動に全児童が余裕をもって取り組めるように「登校時間」を変更します。 
 本校では、朝の活動として、午前 8時 25分から、全児童で「全校朝会」「音楽・体育朝会」「読み聞 

かせ（ゆずりは）」「児童集会」などを実施しています。これらの集団として行う活動に全児童が揃って集 

合し、余裕をもって取り組めるようにするために、次のように「登校時間」を変更するとともに「教室入 

室完了時刻」を設定します。 

 
 
 
 これまで、「登校時間」を「午前 8時 10分から 20分まで」と示していましたが、登校するに当たって 

の時間・時刻の目安を明確に示しました。登校に際して、ご家庭でのお子様への働きかけについてご協力 

いただき、全児童が予定した時刻に揃って、朝の活動に取り組める学校づくりにお力添えをお願いします。 

 なお、この３月からを試行期間とし、次年度に備えて、登校について午前 8時 15分までに校門を入るよ 

うに、ご家庭での働きかけをお願いします。１ヶ月間かけて、午前８時１５分までの登校に慣れさせていただき 

たいと思います。 

教育目標  ○ よく考えてやりぬこう ○ なかよく助け合おう ○ つよい心とからだをつくろう 
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◆金曜日のみ、第１校時からの授業開始時刻を 10分繰り上げるとともに、昼休みを無くして午後の授業を

実施する。第４学年から第６学年が取り組むクラブや委員会は、６校時終了後に実施する。こうすること

で、クラブや委員会のない金曜日の６時間目の終了時刻は、現在の時程よりも早くなるため、学級によっ 

て必要があれば、放課後に教師と子供が触れ合える時間等を確保することができる。 

◆授業日数の多い、「火・木・金曜日」に、第１学年から第３学年の第６校時を設定する。以下は、各学年

の曜日ごとの授業時数の「コマ数」の一覧表である。 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

第１学年 ５ ５ ４ ６ ５  
年間６回 
土曜参観
授業 

第２学年 ５ ６ ４ ６ ５ 
第３学年 ５ ６ ５ ６ ６  
第４学年 ６ ６ ５ ６ ６（６校時終了後にクラブ） 

第５学年 ６ ６ ５ ６ ６（６校時終了後にクラブ・委員会） 
第６学年 ６ ６ ５ ６ ６（６校時終了後にクラブ・委員会） 

 

 

 

 

 

◆「登校時間」を、午前 8時 10分から 15分の間とし、午前 8時 15分までには校門を入るようにする。 

◆校門・玄関に入った後、各児童の「教室入室完了時刻」を午前 8時 20分とする。 

 

 

金曜日のみ、第１校時からの授業開始時刻を 10分繰り上げるとともに、昼休みを無くして午後の授業

を実施する。第３学年から第６学年は６時間授業を実施後に、クラブや委員会（第 5・6学年）を実

施する。こうすることで、クラブや委員会のない金曜日の６時間目の終了時刻は、現在の時程より

早くなり、学級によって必要があれば、放課後に教師と子供が触れ合える時間を確保することができ

る。 

クラブ及び委員会の回数は、それぞ
れ年10～11回程度を目安に調整中。 


